
地域医療への貢献

「肌のぬくもりある医療」の実践

一、救急医療充実のため、診療連携の

　　強化に努めます。

一、高度医療の実施、チ－ム医療の推

　　進に努めます。

一、患者様の立場にたった医療サ－ビ

　　スの提供に努めます。

一、職員が誇りを持って働ける病院を

　　目指します。
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第一血管造影室紹介第一血管造影室紹介

循環器部長　陣林　伯男　
　当院の第一血管造影室では心臓病に対する検
査及び積極的治療を行っており、特に虚血性心
臓病に対して威力を発揮しております。平成９
年から宇佐高田地区では唯一当院で冠動脈造
影、経皮冠動脈インターベンション（カテーテ
ルとよばれる細い管を血管に入れ、それを用い
て冠動脈の治療を行う方法です）が行えるよう
になりました。当科では、原則的に橈骨動脈か
らカテーテルを挿入しての検査・治療を行って
おり、患者さんの負担軽減に努めています。検
査・治療数は年々増加しており、平成17年度は
心臓カテーテル検査428例（うち冠動脈イン
ターベンション118例）でした。また徐脈性不
整脈に対する人工心臓ペ―スメーカー植え込み
も行っており、平成17年度は37例のペースメー
カー植え込み・入れ替え術を施行しました。
　当院では、急患について24時間対応ができる
体制をとっておりますので、いつでもご連絡下
さい。

心臓カテーテル検査について
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■心臓カテーテル検査（含：PCI）
心臓カテーテル検査 PCI

画質の劣化を防ぐため、
フルデジタル化に対応
するフラットディテク
タを搭載しています。
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装
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。
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。
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外
　
　

来

①

部
署
紹
介

部
署
紹
介

平成18年度（４月～６月）

18年度
1,945
94.4
22.6
24.0
29.9
17.9
17.0
85.8
393
70.3
45

17年度
2,058
97.8
37.7
13.7
32.1
14.0
20.8
88.9
408
79.3
55

18年度
1,892
79.5
17.7
18.8
24.8
18.1
16.4
72.3
279
71.5
35

17年度
1,895
95.8
30.9
18.0
32.6
14.1
20.5
87.1
281
86.6
63

18年度
1,664
82.2
22.1
18.2
28.9
13.0
17.6
74.7
237
85.8
59

17年度
1,792
89.6
31.6
18.8
26.0
13.0
18.8
81.5
209
95.5
59

外 来 患 者 延 べ 人 数
１ 日 平 均 入 院 患 者 数

  
平 均 在 院 日 数
病 床 利 用 率
紹 介 患 者 数
患 者 紹 介 率
救 急 車 搬 入 件 数

(人）
(人）

循　　環　　器　
消　　化　　器　
外　　　　　科　
呼　　吸　　器　

（日）
（％）
（人）
（％）
(件）

科　別　内　訳

４　月 ５　月 ６　月

医事統計総括表

外
来
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師
長　

尾
崎　

和
代　

　　

医
師
会
病
院
は
医
師
会
の
先
生
方
の

紹
介
型
の
病
院
で
す
。
消
化
器
内
科
、

循
環
器
科
、
呼
吸
器
内
科
、
外
科
の
常

勤
の
先
生
と
、
毎
週
火
曜
日
の
午
後
か

ら
鶴
見
病
院
呼
吸
器
内
科
の
黒
田
先
生

の
外
来
、
第
２
第
４
金
曜
日
の
午
後
か

ら
鶴
見
病
院
の
血
液
内
科
の
中
山
先
生

の
外
来
受
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

外
来
看
護
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門
の
ス
タ
ッ
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は
看
護

師
10
名
（
う
ち
日
本
消
化
器
内
視
鏡
技

師
含
む
）
で
す
。
病
院
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
肌
の
ぬ
く
も
り
あ
る
医
療
」
の

実
践
を
行
う
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
救
急
患
者
様
も
多
く
緊
急
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
や
緊
急
処
置
な
ど
の
た

め
診
療
が
中
断
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多

く
、
待
っ
て
い
た
だ
く
時
間
が
長
く
な

り
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

何
か
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ご
意
見
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　当院では外来待合室の前にメディウィンドウを設
置しております。
　メディウィンドウの映像の中で患者様より頂い
た写真も映像として流させて頂いております。外
来診療前の待ち時間にどうぞお楽しみ下さい。

外来メディウィンドウの紹介
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５月10日の大分合同新聞に
掲載されました
1日看護師体験の様子

　

毎
年
、
５
月
12
日
は
『
看
護
の
日
』、

12
日
を
含
む
週
の
日
曜
日
〜
土
曜
日
が

『
看
護
週
間
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

21
世
紀
の
高
齢
化
社
会
を
支
え
て
い

く
た
め
に
看
護
の
心
・
ケ
ア
の
心
を
誰

も
が
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と

１
９
９
０
年
に
旧
厚
生
省
が
制
定
し
ま

し
た
。

イベントに参加頂いた
方々に粗品を持って帰っ
て頂きました。

　

５
月
８
日
、
宇
佐
高
校
３
年
生
12
名

が
、
当
院
を
訪
れ
、
看
護
師
の
体
験
を

し
ま
し
た
。
体
験
を
通
し
て
、
次
の
よ

う
な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

感　

想

・
入
院
し
て
い
る
人
は
高
齢
者
の
方
が

多
く
最
初
は
ど
う
接
し
て
い
い
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
。

・
食
事
の
介
助
を
し
た
時
に
、
「
お
い

し
い
」
と
い
っ
て
に
っ
こ
り
笑
っ
て
口

を
あ
け
て
く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
。

・
大
変
だ
け
ど
す
ご
く
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
し
、
必
要
な
仕
事
だ
と
感
じ

た
。

　

今
年
も
当
院
で
は
、「
看
護
の
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
1
階
ロ
ビ
ー
に

て
、
血
圧
・
骨
密
度
の
測
定
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
で
は
、
実
際
に
操
作
し

て
頂
く
な
ど
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
。

看
護
週
間

平
成
18
年
５
月
７
日
〜
５
月
13
日

一
日
看
護
師
体
験

 

看
護
の
日
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あじさい寒の作り方

ミニバレーボール大会参加！ 柳ヶ浦高校専攻科
　　　　　実習はじまる

医師会
会長杯

防火訓練を行いました
宇佐市消防署救急隊
救急救命士就業中（前）研修

７月７日（金）七夕行事食です。

　　　 ・白飯半分
　　　 ・フルーツ入り冷しソーメン
　　　 ・イカソーメン
　　　 ・炊き合わせ
　　　 ・あじさい寒
　　　 ・漬物合わせ
　　　 　　エネルギー　522Kcal
　　　 　　たんぱく質　17.31ｇ

　今年も柳ヶ浦高
校専攻科の実習の
受け入れを行いま
した。
　期間は、４月18
日～11月17日ま
での予定です。６
名前後の学生さん
が４週ごとに交代
で実習します。

　６月27日（火）15：00より防火訓練を実施しまし
た。今回は夜間に3階・4階病棟のそれぞれの談話室
からの出火を想定し、夜勤者が模擬患者さんを１階
検診センター玄関前まで誘導するという訓練でし
た。非常放送のマイク自体の性能が悪く、聞きづらい
など、課題が残りましたが、今後も患者様の安全確
保のため、努力していきたいと思います。

献立

ミニバレーボール大会参加！

　宇佐市消防署救急
隊の救命士による研
修（6月5日～6月9
日に9名と、6月12
日～6月16日に新人
の救命士１名が参
加）が行われまし
た。この研修を活か
し、緊急時に対応で
きるよう努力してい
きたいと話をされて
いました。

あじさい寒の作り方（６～８人前）

　７月17日（月）かんぽの郷体育館で医師会
会長杯ミニバレーボール大会が開催されま
した。当院からも1チーム参加しました。

　＜材料・分量＞　　　　　　　　　　＜栄養価＞
　・寒天クック(粉末)１袋 ４ｇ ・エネルギー 74㎉
　　又は棒寒天 １本 ・たんぱく質 0.5ｇ
　・水 300㏄ ・脂質 0ｇ
　・砂糖 80ｇ ・炭水化物 18.6ｇ
　・卵白 １ヶ半分40ｇ ・塩分 0ｇ
　・ゼリー 60～80ｇ
■作り方
①なべに寒天クックと水を入れて火にかけ、かき混ぜながら２分ほ
ど沸騰させ、溶かす。（寒天クックは水で戻さなくてすぐに使え
ます。棒寒天の場合は分量の水に小さくちぎってつけて戻してお
いたものを火にかけて煮溶かす）

②砂糖を入れて溶かし、火を止める・・・そのまま置いて荒熱を取
る（少し冷ます）。

③乾いたボールに卵白を入れて固く泡立てる。
④泡立てた卵白の中に②の少し冷ました寒天液を少しずつ入れなが
ら混ぜ合わせる。

⑤すぐに固まるので、先にいろいろな
色のゼリー（市販のもの）を切って
置いたものを半分量入れてザックリ
と混ぜる。

⑥バットに流し入れ、その上に半量残
しておいたゼリーを彩り良く散ら
し、軽く押さえなじませる。

⑦冷蔵庫で冷し固めてから等分に切り
分ける。
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褥瘡対策委員会活動報告
３階病棟　看護師長　甲原　妙子　

　褥瘡対策に対して、今年４月の診療報酬改定で未実施減
算が消えたことは、この対策が病院として当然の取り組み
と認識されたことにほかならない。
　褥瘡対策の第１は発生の予防・第２に治療である。この
ことから全入院時患者様に対して日常生活自立度の評価を
行いランクに応じた対策をおこなってきた。しかし煩雑化
する業務の中で職員の周知徹底は難しく、17年度は褥瘡
対策の更なる理解と推進・委員会機能の充実を課題に取り
組んだ。平成17年４月～平成18年3月までの褥瘡患者数
46人（昨年29人）当院発症24人（昨年20人）であった。
対策・対象者は昨年度と変りないが、褥瘡の持込みが多く
なってきている。
　又、当院発症の24人中5人は発赤のみの初期褥瘡であっ
た。今年度はマニュアル変更も進み、病院のIT化を考慮し
たパス方式に記録用紙の変更を行った。褥瘡危険レベル評
価をOHスケールとし、点数により看護計画やマットレス
の選択を行う。又、褥瘡評価（DESIGN）も正式表記に変
え評価を反映した治療を行っていきたい。しかし、当委員
会の対策や看護だけで発生予防することが、困難なケース
もあり今後NSTによる介入も期待される。

医療安全管理対策委員会活動報告
副院長　外科部長　柏木　孝仁

Ⅰはじめに
　平成11年の大学病院での患者誤認事故以来、毎日のよう
に医療ミスの報道があり、医療界に対する社会的信頼の低
下が問題となっている。
　平成14年に医療安全管理体制の整備が義務付けられ、当
院も委員会を発足し、暗中模索の中で活動を行ってきた。
　今回、平成17年度の活動及びインシデントの集計・分析
を通し、医療安全の必要性を再認識することを目的に報告
する。

Ⅱ考　察
①インシデント件数…インシデント件数217件・発見６

件、レポート提出率は増加している。
　職種別で提出の差が大きい⇒今後の検討課題
②インシデントの要因第１位…確認不足
　「確認する」という最も基本的な約束事をないがしろ

にしたときに起こるミスと考えられる。
　常に「１人の患者様」の為に、安心・安楽を提供する

姿勢が、確認不足によるインシデントの減少につなが
ると思われる。

Ⅲおわりに
　医療事故は、患者様やご家族の方々だけでなく医療の現
場で働く全ての人を不幸にする。事故を防ぐためには、
我々一人ひとりが「患者様の安全」のために何ができるの
かを考え、責任ある行動をしなければならない。
　また、職員全員でリスクマネージメントに取り組み医療
の質を高めていくことを期待する。

院内感染対策委員会活動報告
検診センター　磯村　信一

Ⅰはじめに
　院内感染とは、入院中の患者様が病院内で入院の原因に
なった病気とは別に新たにり患した感染症や、医療従事者
が病院内において感染した感染症です。人から人または医
療器具などを媒介として感染し、特に、免疫力の低下した
患者様や新生児、老人などは通常の病原微生物だけでな
く、感染力の弱い細菌による院内感染（日和見感染）を起
こす場合があります。
　さらに、日和見菌のなかには耐性菌といって、抗生物質
が効かない、あるいは効きにくくなるMRSA（メチシリン
耐性黄色ブドウ球菌）などによる院内感染が社会問題と
なっています。

Ⅱ活動内容（今後の新規業務も含む）
①MRSA感染情報及び病棟感染情報レポートの作成（毎月）
②『院内感染対策委員会からのお知らせ』の発行
③各種マニュアルの見直し及び新規作成
④標準予防策の職員への周知徹底の実施（特に手洗いを

中心に）
⑤SARS、新型インフルエンザの感染対策シュミレーショ

ンの実施
⑥三活、手袋、MRSA、針刺し事故、感染症発生報告

書、等の統計
⑦H18年度院内感染対策委員会の指針
⑧院内感染対策チーム（ICT）の結成を目指す（H18年４月）

Ⅲおわりに
　治癒を目的として入院した患者様が、入院したことによ
り新たな感染を受けることはできるかぎり避けなければな
りません。感染に対する防御機能の低下している重症患者
様においては、特にこの点に留意する必要があります。
　職員が安心して働けるように、また患者様が心配なく療
養できるように、感染防止対策を講ずることは、医学的に
も、また病院管理上や職員の管理上にも非常に重要です。
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５月12日（金）
　第18回日本肝胆膵外科学会（東京）
　「中部胆管癌との鑑別に難渋した良性胆道狭窄の１例」
　　　外科医師　　中村　理恵子

５月19日（金）
　第43回九州外科学会（福岡市）
　「粘液性嚢胞腫瘍との鑑別に難渋した
　　　　　　　　　　　　　胃癌局所再発の１例」
　　　外科医師　　中村　理恵子

６月３日（土）
　第87回日本消化器病学会九州支部例会（佐賀市）
　「遺伝性球状赤血球症を原因とした胆石症の２例」
　消化器科医師　　織田　麻奈美　

●学会発表

　管理栄養士　川野　冨貴子
・生活習慣病予防教室
　６月  8日（木）豊後高田市
　　　　　　　　　健康交流センター　花いろ
　６月29日（木）真玉保健センター
　
・健診事後指導
　生活習慣病予防のための栄養学習と個別健康相談
　５月10日（水）臼野出張所
　５月17日（水）大村公民館
　５月18日（木）塩屋公民館
　５月19日（金）真玉保健センター
　５月24日（水）真玉保健センター
　５月25日（木）西浜公民館
　５月26日（金）香々地保健センター
　６月19日（月）真玉保健センター
　７月  9日（日）香々地保健センター

●栄養指導

●研修会

新入職員紹介 よろしく
お願いいたします。

み のえ つよし お だ ま な み こ ばやし み な

三重野　　斉
①Ｈ18・５・１
②呼吸器部長
③２年前まで、３年間お世話にな
　っておりました。今回新たな気
　持ちで頑張っていきたいと思い
　ます。宜しく御願いします。
④特にないです。

織田　麻奈美
①Ｈ18・６・１
②消化器内科　医師
③よろしくお願いしま
　す。
④磯あそび

小 林　美 奈
①Ｈ18・６・１
②栄養課
③１日も早く仕事に慣
　れるよう、精一杯頑
　張ります。
④洋裁、美術館めぐり

①入職日　②所属　③モットー（一言）④趣味

・記録小委員会の活動報告
　５月19日（金）
　17：30より大研修室にて
　発表者　３階病棟　辻副看護師長　

・第２回　職員研修会
　７月13日（木）
　17：30より大研修室にて
テーマ
１．「きちんとお話します。ジェネリック医薬品」
　　講師　大洋薬品工業株式会社

研究開発部　次長　牛王　恭彦
２．医療連携室　活動報告

社会福祉士　吉田　茂樹
３．NST委員会　準備委員会発足にあたっての報告

看護部委員　小野　康佳
４．情報システム委員会
　　　準備委員会発足にあたっての報告

事務部委員　五所　光之
５．医療安全対策委員会　平成17年度活動報告

看護部実務委員　岡崎　豊子
６．院内感染対策委員会　平成17年度活動報告

実務委員　磯村　信一
７．褥瘡対策委員会　平成17年度活動報告

看護部委員　甲原　妙子
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外来担当医師一覧表

〇外来受付時間
　午前　８：３０　～　１１：００
　（午後の特殊外来は　午後　３：００まで受付）
　ただし、急患はこの限りではありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。
〇診療時間
　午前　９：００　～　１２：００
　午後　２：００　～　　５：００
〇休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、年末年始（12/30～1/3 ）

外来担当医師一覧表
土

中島　仁典

（再　来）

―

―

―

―

―

金

中嶋　　宏

織田麻奈美

陣林　伯男

柏木　孝仁

―

―

中山　俊之
第２・第４

木

中島　仁典

織田麻奈美

陣林　伯男

ペースメーカー

西中　秀和

三重野　斉

―

―

水

中嶋　　宏

織田麻奈美

春田　大輔

田村　徹郎
　

―

―

―

火

中島　仁典

中嶋　　宏

陣林　伯男
　　

柏木　孝仁
　

三重野　斉

黒田　芳信

―

月

織田麻奈美

中嶋　　宏

春田　大輔
　

髙松　祐治
　

―

―

―

科　　別

消 化 器

内 視 鏡

循 環 器

外 　 科

呼 吸 器

呼 吸 器

血 　 液

時間帯

午 前

午 後

■呼吸器科
　　　　　木野内林太郎医師（H18･4･30退任）
　部　長　三重野　　斉医師（H18･5･1着任）
■消化器科
　　　　　綿田　　雅秀医師（H18･5･31退任）
　　　　　織田　麻奈美医師（H18･ 6･1着任）
■外科
　　　　　中村　理恵子医師（H18･7･31退任）

　部　長　西中　　秀和医師（H18･8･1着任）

平成18年８月１日現在
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　毎日うっとうしい天気が続いております。
　そんな折、ある患者様より突然「よかったら
見てください」とCDをいただきました。ご自分
で撮影されたとのことで、四季折々のすばらし
い風景がたくさん入ったものでした。
　日本にこんなところがあるのか～。とため息
が出るほどすばらしく、また心癒される思いが
しました。より多くの方に見ていただきたく、広
報誌だけでなく外来にあるメディウィンドウに
も掲載させていただくことにしました。
　本当にありがとうございました。広報委員会
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